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山
口
大
学
の
活
動
報
告

「
山
口
大
学
理
学
部
サ
イ
エ
ン
ス
・
サ
マ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
９
」
が
８
月
21
日
〜
30
日
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
５
大
学
か
ら
総
勢
29
名
（
台
湾
13
名
、

中
国
11
名
、
韓
国
５
名
）
の
学
生
を
受
け
入
れ
た
。

期
間
中
、
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
」
交
流
事

業
よ
り
第
１
日
目
〜
７
日
目
を
援
助
し
て
い
た
だ
い

た
。

◉
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
趣
旨

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
２
０
１
６
年
度
よ
り
毎
年
、

本
学
部
主
催
の
学
術
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

開
催
し
て
い
る
。
参
加
者
は
、
ア
ジ
ア
の
協
定
大
学

か
ら
招
へ
い
し
た
優
秀
な
青
少
年
で
あ
る
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
参
加
者
が
本
学
部
の
企
画
す
る
講
義
お
よ

び
実
習
を
受
講
し
、
同
時
に
様
々
な
交
流
行
事
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
科
学
技
術
の
発
展
を
担
う

国
際
理
解
の
素
養
を
持
つ
人
材
と
し
て
成
長
す
る
よ

う
組
ま
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
本
学
部
が
カ
バ
ー
す
る
６
分
野

（
数
理
科
学
、
物
理
学
、
情
報
科
学
、
生
物
学
、
化

学
、
地
球
科
学
）
の
特
徴
的
な
講
義
お
よ
び
実
習
を

受
講
、
ま
た
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
秋
吉
台
な
ど
の

恵
ま
れ
た
自
然
や
、
萩
・
津
和
野
・
山
口
な
ど
の
歴

史
や
文
化
の
体
験
、
さ
ら
に
は
地
域
の
高
校
生
と
の

交
流
を
通
し
、
日
本
文
化
へ
の
理
解
と
関
心
が
深
め

ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
将
来
的
に
本
学
部
や
本
学
の
大
学
院
（
創

成
科
学
研
究
科
〈
理
学
系
〉
）
を
は
じ
め
、
日
本
へ

の
留
学
を
促
す
た
め
、

実
際
に
最
新
の
研
究

設
備
や
技
術
を
体
験

し
、
さ
ら
に
は
、
研

究
室
の
訪
問
や
研
究

室
の
学
生
と
の
交
流

な
ど
を
通
し
て
、
日

本
で
の
研
究
生
活
を

模
擬
体
験
で
き
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加

を
機
に
、
本
学
の
研

究
科
に
正
式
に
留
学

し
た
学
生
や
、
日
本

国
内
の
他
の
大
学
に

正
規
の
留
学
を
し
た

学
生
な
ど
、
本
学
の
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科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
217
回

＝
特
別
シ
リ
ー
ズ
＝

※
現
在
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
延
期
し
て
い
ま
す
。

秋吉台の洞窟を体験

山口大学管理の巨大な電波望遠鏡を見学 内野英治
（山口大学
創成科学研究科教授）
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み
な
ら
ず
日
本
の
大
学
全
体
へ
の
関
心
を
高
め
、
正

規
の
日
本
留
学
へ
と
促
す
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い

る
。

◉
２
０
１
９
実
施
報
告

プ
ロ
グ
ラ
ム
３
日
目
に
訪
れ
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
山
口
衛

星
通
信
所
で
は
、
国
立
天
文
台
が
所
有
し
本
学
が
管

理
す
る
電
波
望
遠
鏡
（
国
立
大
学
が
管
理
す
る
物
と

し
て
は
国
内
最
大
級
）
に
よ
る
観
測
を
実
際
に
体
験

し
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ど
に
関
す
る
最
先
端
の
宇

宙
観
測
研
究
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式
で

学
習
し
た
。

ま
た
、
萩
市
と
の
包
括
連
携
協
定
の
一
環
と
し
て
、

２
０
１
８
年
か
ら
、
萩
ツ
ア
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
今
回
も
４
日
目
に
行
い
、
山
口

県
立
萩
高
校
の
生
徒
が
ガ
イ
ド
と
し
て
参
加
学
生
た

ち
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
萩
八
景
遊
覧
船
に
乗
り
萩

の
歴
史
的
景
観
を
船
か
ら
眺
め
、
「
萩
ガ
ラ
ス
」
、

「
ス
イ
カ
割
り
」
、
「
折
り
紙
」
な
ど
の
日
本
文
化

を
体
験
、
昼
食
に
は
山
口
名
物
「
瓦
そ
ば
」
を
堪
能

し
、
学
生
は
大
変
喜
ん
で
い
た
。

６
日
目
に
訪
れ
た
秋
吉
台
で
は
、
日
本
最
大
の
カ

ル
ス
ト
台
地
に
お
い
て
、
カ
ル
ス
ト
台
地
特
有
の
生

物
生
態
系
や
地
形
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
特
別
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
洞
窟
を
探
検
し
、
洞
窟
に

埋
も
れ
た
動
物
化
石
等
を
観
察
し
た
。
Ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
秋

吉
台
ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹
介
は
、
山
口
県
立
美
祢
青
嶺

高
校
の
生
徒
が
担
当
し
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
説

明
を
聞
い
て
い
た
。

◉
今
回
の
成
果
お
よ
び
今
後
の
展
望

２
０
１
６
年
度
よ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し

て
毎
年
実
施
し
、
協
定
大
学
と
の
関
係
を
強
化
す
る

中
で
、
従
来
よ
り
も
さ
ら
に
専
門
的
な
内
容
を
提
供

す
る
よ
う
参
加
大
学
か
ら
要
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
今
回
、
そ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
従

来
の
計
画
に
加
え
、
各
研
究
室
と
の
交
流
機
会
を
新

た
に
設
け
た
。
留
学
生
が
訪
問
し
た
い
研
究
室
を
事

前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
希
望
の
研
究
室
と
直
接

交
流
で
き
る
機
会
を
組
み
込
ん
だ
。

参
加
者
は
、
本
学
部
在
学
生
に
案
内
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る
研
究
室
を
訪
問
し
交
流
を
深

め
た
。
初
の
試
み
で
は
あ
っ
た
が
、
意
思
疎
通
に
問

題
は
な
く
、
参
加
者
と
研
究
室
の
教
員
お
よ
び
学
生

は
、
積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
、
無
事
に
専
門
分

野
の
研
究
室
交
流
を
始
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
、
今
回
の
研
究
室
交
流
を
よ
り
発
展
さ
せ
、

参
加
者
が
希
望
す
る
研
究
室
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
計
画

を
組
み
入
れ
、
本
学
の
研
究
を
実
際
に
体
験
し
て
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
更
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
研
究
科
へ
の
進
学
を
促
す
効
果
が

さ
ら
に
増
し
、
国
際
共
同
研
究
の
実
現
へ
と
発
展
す

る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

本
学
部
在
学
生
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
毎
年
活
躍
し
て
お
り
、
今

回
も
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
参
加
者
の
滞
在
中
、
講

義
・
実
習
お
よ
び
生
活
全
般
の
サ
ポ
ー
ト
を
き
め
細

か
く
親
身
に
な
っ
て
行
い
、
参
加
者
か
ら
大
変
感
謝

さ
れ
た
。
在
学
生
も
参
加
者
と
と
も
に
、
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
国
際
交
流
を
通
し
て
、
国
際
感
覚
を
養

い
、
ま
た
、
語
学
力
を
向
上
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
活
躍
し
う
る
人
材
へ
と
確
実
に
成
長
し
て
い
る
。

今
後
も
本
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
精
神
を
受
け
継
ぐ

と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
以
降
は
、
従
来
の
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
専
門
分
野
の
研
究
交
流
を
一
段

と
推
進
す
る
取
組
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

将
来
的
に
は
ア
ジ
ア
の
枠
を
超
え
、
世
界
の
大
学
と

の
共
同
研
究
へ
向
け
た
体
制
強
化
を
行
い
、
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献
し

う
る
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

◉
最
後
に

今
回
で
第
４
回
目
の
開
催
と

な
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
サ
マ

ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
、
関
係

各
位
の
お
陰
で
、
無
事
成
功
裏

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
今
回
は
、
新
た
に
「
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
」
事
業

よ
り
ご
支
援
を
賜
り
、
本
学
部

の
学
術
国
際
交
流
を
さ
ら
に
推

進
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
係
さ
れ
ま
し

た
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

研究室訪問、講義、実験の様子

ファイナル・プレゼンテーション後に記念の一枚




